
輸出事業計画
※申請者名：株式会社 みやざき一茶園
品 目：有機茶（碾茶・煎茶）

【現状】
(株)みやざき一茶園は、海外で需要が増加している碾茶の製造に取り組むため、新たに工場を整備し、
生葉買取による分業型の碾茶製造、販売を中心に事業展開する会社として、令和６年11月に設立した
。代表取締役をはじめとする役員及び協力農家は、「オーガニックティーミヤザキ」（以下、「ＯＴＭ」という
）に参画しており、これまで一貫して有機茶（煎茶）の輸出に取り組んでいる。
【課題】
抹茶を含む粉末状の緑茶の需要が伸びる中、煎茶だけではなく碾茶を含めた荒茶製造へとシフトしていく
ことが求められている。 

様式２

１．輸出における現状と課題

①碾茶生産加工施設の整備
碾茶工場を整備することで、需要に応えられる生産体制を構築する。新たな有機碾茶の産地をけん引す
るリーダー役を担い、産地の維持、発展に取り組む。
②販売・流通の取組み
・生葉買取による分業型の碾茶製造を進め、生産農家から荒茶製造業務を分離することで労力軽減す
るとともに生産性を高める。茶商を経由した間接輸出とすることで販売も分業し、生産に集中する。
・広域集荷体制の強化により、安定した原料調達の体制を確立する。
・輸出商談会や輸出先への視察等により、新たな販売先の確保や、相手方の需要や要求に応じた商品
づくりに取り組む。

２．輸出事業計画の取組内容

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制
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４．輸出目標額

輸出品目：有機茶（碾茶・煎茶）※間接輸出

なお、上記の現状（令和５年度）の数値等については、ＯＴＭなど協力農家の実績である。
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